
匝瑳市脱炭素推進委員会 会議概要 

 

日時: 令和８年３月３０日(月)１０時００分から１２時００分まで 

場所: 市民ふれあいセンター１階　第一会議室　及び　オンライン 

出席者　脱炭素推進委員　５名中４名出席 

岩船　由美子　委員(委員長) 

田中　信一郎　委員(副委員長) 

椎名　活広　　委員 

佐藤　和　　　委員 

事務局　ゼロカーボン推進課３名 

　　　　（課長伊橋、統括齊藤、主任主事鈴木) 

特定非営利活動法人環境エネルギー政策研究所（ＩＳＥＰ）１名 

（松原理事) 

次第：　１　開会 

２　事務局挨拶 

３　議題 

（１）匝瑳市地球温暖化対策実行計画の進捗状況について 

（２）匝瑳市脱炭素先行地域計画の進捗と今後の方針について 

４　その他 

会議資料　資料１　地球温暖化対策実行計画（事務事業編）進捗状況 

資料２　地球温暖化対策実行計画（区域施策編）進捗状況 

資料３　匝瑳市脱炭素先行地域計画　進捗状況 

 

 



１　開会 

事務局から、本日の会議の進行について説明、会議の開始を宣言。 

２　事務局挨拶 

ゼロカーボン推進課伊橋課長から挨拶。 

３　議題 

（１）匝瑳市地球温暖化対策実行計画の進捗状況について 

資料１及び資料２について事務局から説明した。 

【質疑応答・意見】（〇委員、●事務局） 

○Ｄ委員：　2024 年度の二酸化炭素排出量が増加した理由は何か。 

●事務局：　電力面においては、夏季の記録的な酷暑による冷房需要の急増に加え、

電力排出係数が変動した。燃料面においては、冬季の暖房需要増加により、

重油及び灯油の使用量が増加した。施設面においては、公共施設の老朽化

に伴い、エネルギー効率が低下したことが考えられる。 

○Ｅ委員：　電気自動車の導入状況について。 

●事務局：　元々日産ＮＶ－２００を１台所有していたところ、令和６年度に新たに

日産サクラ４台及び日産リーフ１台を導入した。 

○Ｄ委員：　今後の電気自動車の導入予定について。 

●事務局：　今後はホンダの電気自動車の導入を検討している。 

○Ａ委員：　施設面における温暖化対策について、ＬＥＤ証明への切り替え以外の対

策はあるか。 

●事務局：　空調設備の更新を予定している。 

○Ｂ委員：　公共施設への太陽光発電設備の導入は、先行地域内だけではなく、先行

地域外の施設にも導入する予定か。 

●事務局：　先行地域内の公共施設から導入を進め、先行地域外の施設にも順次導入

する予定である。 

○Ｂ委員：　オンサイトＰＰＡの今後の予定について。 

●事務局：　匝瑳みらい株式会社が事業を進めている。 

○Ｄ委員：　脱炭素先行地域は今後拡大する予定か。 

●事務局：　拡大については未定。まずは先行地域内の事業を進める方針。 

○Ｂ委員：　先行地域外における事業予定について。 

●事務局：　民生部門においては、匝瑳みらい株式会社を中心としたオンサイトＰＰ

Ａ事業を進める。運輸部門は検討中。廃棄物部門においては、３Ｒの周知



をはじめとした排出削減の取組を進める。 

○Ｄ委員：　省エネについての取組について。 

●事務局：　先行地域内で脱炭素省エネ設備導入事業補助金を実施している。 

○Ｄ委員：　プラスチックごみの排出量が増加した理由は何か。 

●事務局：　ごみの処理機関が、匝瑳市ほか二町環境衛生組合から東総地区広域市町

村圏事務組合に変更したことによるものと考えられる。 

（２）匝瑳市脱炭素先行地域計画の進捗と今後の方針について 

資料３について事務局から説明した。 

【質疑応答・意見】（〇委員、●事務局） 

○Ｄ委員：　匝瑳市で発電した電気の売電について。 

●事務局：　特定卸売制度により、千代田区に売電している。 

○Ｄ委員：　ソーラーシェアリングによって農地への日射量はどのくらい減るのか。 

●事務局：　細型パネルの導入により遮光率２９％を維持し、営農継続を担保したう

えで、令和８年１０月の着工を予定している。 

○Ｄ委員：　江戸川区民まつりについて。 

●事務局：　匝瑳市産の農作物を中心に販売した。 

○Ｄ委員：　住民説明会の参加者を募るために、事前に区長向けの説明会を実施する

ことを提案。 

○Ｂ委員：　脱炭素省エネ設備導入事業補助金を利用した市民に、住民説明会に参加

してもらうことを提案。 

○Ａ委員：　住民説明会の開催について、カインズ等にも情報提供することを提案。 

●事務局：　今後、住民説明会を開催する場合に検討する。 

○Ｄ委員：　脱炭素推進委員の選考基準について。 

●事務局：　匝瑳市の脱炭素先行地域計画はソーラーシェアリング等の農業を中心と

した計画なので、農業委員会から１名選出している。 

 

４　その他 

脱炭素推進委員会は、基本的に年度末に 1回実施するほか、必要により随時開催す

る。


